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奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
市
立
小
学
校
全
校
で
児
童

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

た
経
緯
と
、
シ
ス

テ
ム
の
特
徴
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
平
成

29
年
度
に
前
身
の

サ
ー
ビ
ス
の
実
証

実
験
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
令
和
３

年
７
月
に
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
協
定

を
締
結
し
、
５
年

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　

令
和
５
年
４
月
か
ら
高
齢
者

の
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

が
始
ま
っ
た
。
購
入
費
に
加

え
、
維
持
費
の
補
助
も
望
む

声
を
聞
く
が
、
利
用
者
の
意

見
を
集
約
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
利
用
者
の

意
見
に
つ
い
て
は
、
市
民
団

体
や
市
内
の
耳
鼻
咽
喉
科
の

専
門
医
及
び
認
定
補
聴
器
専

門
店
と
の
情
報
交
換
な
ど
の

場
を
通
じ
、
集
約
に
努
め
る
。

議
員
　
認
定
補
聴
器
専
門
店

で
直
接
購
入
す
る
以
外
に
、

補
助
要
件
と
な
る
ケ
ー
ス
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
専
門
店
の

ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
や
市
内
の

医
療
機
関
な
ど
を
訪
問
し
、

機
器
の
選
定
や
調
整
、
試
着

か
ら
さ
わ 

地
平 

議
員（
共
産
）

　
学
校
給
食
の
無
償
化
を
求

め
る
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
令

和
５
年
３
月
以
降
、
本
市
で

は
無
償
化
実
現
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
議
論
や
検
討
を

行
っ
て
き
た
か
。

教
育
部
長
　
学
校
給
食
の
無

償
化
は
、
自
治
体
間
の
財
政

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
地
下
水

汚
染
が
市
民
の
暮
ら
し
や
健

康
を
脅
か
し
て
い
る
と
思
う
。

市
で
は
平
成
４
年
度
か
ら
地

下
水
汚
染
の
監
視
を
目
的
に

１
月
に
全
小
学
校
へ
導
入
し

た
。
そ
の
特
徴
は
、
見
守
り

端
末
を
持
っ
た
児
童
が
基
地

局
や
ア
プ
リ
を
入
れ
た
端
末

を
持
つ
市
民
等
の
近
く
を
通

過
す
る
と
児
童
の
位
置
が
記

録
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

議
員
　
基
地
局
や
端
末
に
ア

プ
リ
を
入
れ
た
市
民
等
を
増

や
す
た
め
の
今
後
の
取
組
は
。

教
育
部
長
　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
協
力
を
得
て
、
基
地
局
の

増
設
や
再
配
置
を
検
討
す
る

ほ
か
、
見
守
り
活
動
の
協
力

者
や
市
内
を
車
両
で
走
行
す

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　

平
成
30
年
施
行
の
都
市
農
地

の
貸
借
の
円
滑
化
に
関
す
る

法
律
に
よ
り
、
生
産
緑
地
の

貸
借
が
可
能
に
な
っ
た
が
、

本
市
の
状
況
や
課
題
は
。

生
活
環
境
部
長
　
令
和
４
年

度
末
時
点
で
19
件
、
約
２
万

１
０
０
０
㎡
の
農
地
が
貸
借

さ
れ
て
い
る
が
、
貸
主
に
相

続
が
発
生
す
る
と
返
還
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
が
あ
り
、

借
主
の
安
定
的

な
利
用
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
相
続
が

発
生
し
た
際
、

市
が
農
地
を
買

い
取
っ
て
貸
し

出
せ
ば
農
地
保

全
に
つ
な
が
る

と
思
う
。
法
律

上
相
続
が
発
生

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　

国
は
、
精
神
障
害
に
も
対
応

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
を

明
確
に
し
た
が
、
市
で
は
ど

う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
令
和
４
年
度
、
精
神

障
が
い
者
の
生
活
に
係
る
課

題
等
の
意
見
交
換
を
目
的
に
、

福
祉
関
係
者
等
に
よ
る
協
議

の
場
と
し
て
、
精
神
障
害
者

に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
連
絡
会
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
生
活
を
地
域

で
支
え
る
仕
組
み
の
構
築
な

野
口

な
か
お

議
員（
れ
仲
）

　
市
の
貯
金
の
内
訳
は
、
財

政
調
整
基
金
80
億
円
、
特
定

目
的
基
金
５
４
５
億
円
、
そ

の
他
の
基
金
１
９
０
億
円
、

総
額
８
１
５
億
円
と
聞
い
て

い
る
。
貯
金
を
使
う
こ
と
で
、

市
民
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市

民
と
事
業
者
が
潤
う
一
律
給

付
型
市
内
商
品
券
の
発
行
で
、

１
人
当
た
り
年
３
万
６
０
０

０
円
配
付
す
る
と
93
億
円
の

支
出
と
な
る
。
そ
こ
で
、
市

の
貯
金
８
１
５
億
円
か
ら
支

払
っ
て
も
７
１
９
億
円
も
残

る
が
実
施
で
き
な
い
理
由
は
。

政
策
経
営
部
長
　
商
品
券
事

業
は
財
政
調
整
基
金
の
80
億

円
を
超
え
る
93
億
円
の
た
め
、

既
存
の
特
定
目
的
基
金
の
い

ず
れ
か
を
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
、
本
事
業
に
使
用
す
る

と
本
来
の
目
的
の
た
め
に
積

み
立
て
て
い
た
基
金
を
財
源

と
す
る
事
業
は
で
き
な
く
な

る
た
め
、
慎
重
に
考
え
る
べ

き
と
認
識
し
て
い
る
。

他
府
中
市
の
市
職
員
で
あ
る
公

務
員
の
給
与
に
つ
い
て

西
村

陸

議
員（
公
明
）　
ア

ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す
る

市
の
認
識
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
ウ
ィ
ッ
グ

や
乳
房
補
整
具
等
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
が
ん
治
療
後

も
安
心
し
て
社
会
生
活
を
送

る
た
め
の
、
患
者
に
寄
り
添

っ
た
支
援
策
の
一
つ
と
捉
え

て
い
る
。
一
方
、
例
え
ば
ウ

ィ
ッ
グ
の
購
入
に
20
万
円
程

度
の
費
用
負
担
が
生
じ
る
等
、

普
及
に
向
け
た
様
々
な
課
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
用
具
購
入
費
用
の
助

成
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
令
和
５
年

度
、
都
の
医
療
保
健
政
策
区

市
町
村
包
括
補
助
事
業
の
対

象
と
な
り
自
治
体
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
た
め
、
が
ん
治

療
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と

す
る
方
へ
の
支
援
策
と
し
て

導
入
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

※
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
…
外
見

の
変
化
に
起
因
す
る
が
ん
患
者

の
苦
痛
を
軽
減
す
る
ケ
ア

他 

障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

民
間
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る

環
境
づ
く
り
を

ど
に
つ
い
て
、
当
事
者
や
家

族
を
交
え
て
協
議
を
重
ね
て

い
る
。

議
員
　
市
内
で
の
相
談
支
援

体
制
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

福
祉
保
健
部
長
　
市
の
障
害

者
福
祉
課
で
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
受
給
相
談
の
ほ
か
、
精

神
保
健
福
祉
相
談
に
応
じ
て

い
る
。
ま
た
、
精
神
障
が
い

者
に
特
化
し
た
地
域
の
相
談

場
所
と
し
て
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
等
が
あ
る
。

他 

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
推
進
に
つ
い
て

る
事
業
者
等
に
ア
プ
リ
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
を
呼
び
掛
け
る

な
ど
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
密
度
を
高
め
る
取
組
を

進
め
て
い
く
。

す
る
と
原
則
、
市
の
買
い
取

り
に
な
る
は
ず
だ
が
、
こ
れ

に
至
ら
な
い
理
由
は
。

都
市
整
備
部
長
　
生
産
緑
地

法
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
買
い

取
り
の
相
手
方
が
定
め
ら
れ

た
場
合
を
除
き
、
特
別
の
事

情
が
な
い
限
り
市
長
が
時
価

で
買
い
取
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
財
政
上
の
理
由
等
か
ら

行
わ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

他 

中
核
市
の
検
討
状
況

等
を
行
う
場
合
も
補
助
対
象

と
な
る
。

他 

自
衛
隊
施
設
・
航
空
自
衛
隊

府
中
基
地
の
強
靭
化 

― 

そ
の
対

象
と
目
的
は 

― 

●

メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
つ
い
て 

― 

若
年
層

に
お
け
る
「

セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ

ク
ト
（
自
己
放
任
）
」
問
題
と
そ

の
対
策
を
求
め
て 

―

的
な
事
情
に
よ
り
対
応
に
ば

ら
つ
き
が
生
じ
る
べ
き
で
は

な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
国

の
責
任
と
負
担
で
実
施
す
る

も
の
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
国
に
無
償
化
を

要
望
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

議
員
　
23
区
の
中
に
は
学
校

給
食
の
無
償
化
を
決
め
た
自

治
体
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
自

治
体
は
、
個
々
の
対
応
の
ば

ら
つ
き
を
懸
念
し
て
い
な
い

よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
市

が
独
自
に
学
校
給
食
の
無
償

化
を
行
う
上
で
の
課
題
は
。

教
育
部
長
　
学
校
給
食
の
無

償
化
を
実
施
す
る
に
は
、
継

続
的
に
支
出
で
き
る
財
源
の

確
保
が
必
要
と
考
え
る
。

他 

公
園
な
ど
の
公
衆
ト
イ
レ
の

整
備
、
改
善
を
求
め
る

民
間
井
戸
の
水
質
を
調
査
し

て
い
る
が
、
調
査
項
目
に
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
追
加
す
る
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
国
や
都
が

明
確
な
対
策
を
示
し
て
い
な

い
た
め
、
現
段
階
で
は
市
独

自
の
調
査
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
め
、

水
質
汚
染
へ
の
市
の
対
策
は
。

生
活
環
境
部
長
　
水
質
調
査

や
監
視
等
に
加
え
、
第
３
次

市
環
境
基
本
計
画
で
人
体
に

影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
新

た
な
公
害
問
題
に
は
速
や
か

な
対
策
等
に
努
め
る
と
し
て

お
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て

も
今
後
の
国
等
の
動
向
に
注

視
し
、
必
要
な
対
策
を
図
る
。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
…
４
７
３
０
種
超

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称

他 

介
護
の
重
度
化
と
家
族
介
護
の

負
担
を
招
く
介
護
保
険
制
度
改
正

に
つ
い
て
市
の
認
識
を
問
う

精
神
障
が
い
者
の
相
談
支
援

市

内

に

お

け

る

体

制

は

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
助
成
事
業

認
定
補
聴
器
専
門
店
で
直
接
購
入
す
る

以
外
に
補
助
要
件
と
な
る
ケ
ー
ス
は

生
産
緑
地
の
貸
借
が
可
能
に
な
っ
た
が

そ

の

課

題

は

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
相
談
の
ほ
か

精
神
保
健
福
祉
相
談
等
に
応
じ
て
い
る

専
門
店
ス
タ
ッ
フ
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し

機

器

の

選

定

等

を

行

う

場

合

も

補

助

対

象

と

な

る

借
主
の
安
定
的
な
利
用
が

課

題

と

な

っ

て

い

る

児 童 見 守 り サ ー ビ ス の
アプリを端末に入れた市民等を
増やすための今後の取組は

ア
※

ピアランスケアに必要な
用具購入費用の助成制度を
導 入 す る 考 え は

学 校 給 食 の 無 償 化
市が独自に行う上での課題は

Ｐ
※

Ｆ Ａ Ｓ を 含 め
水質汚染への市の対策は

基 金 を 活 用 し た
一律給付型市内商品券の発行
実 施 で き な い 理 由 は

見守り活動の協力者への呼びかけ等
見守りネットワークの密度を高める
取 組 を 進 め て い く

が ん 治 療 後 の サ ポ ート を
必要とする方への支援策として
導 入 に 向 け 検 討 し て い く

継続的に支出できる
財源の確保が必要である

水質調査や監視等に加え
ＰＦＡＳについても今後の国等の
動向に注視し必要な対策を図る

財 政 調 整 基 金 の 額 を 超 え る と
本来の目的の事業はできなくなるため
慎重に考えるべきと認識している

　▲生産緑地地区（日新町）

　▲地域で子どもを見守る
　　「otta」のお守り型端末


